
森 町 教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 （要旨）

会 議 名 令和６年11月森町教育委員会定例会

開 催 日 時 令和６年11月22日（金）13時30分

会 場 森町文化会館 第２研修室

出 席 委 員 教育長 野口和英
委 員 村松昌吾
委 員 早馬保男
委 員 佐藤佐和子
委 員 宮崎智栄

出 席 者 学校教育課 課長 塩澤由記弥 社会教育課 課長 三澤由紀子
課長補佐 土屋成弘 課長補佐 堀内裕文
庶務係長 鈴木真央 課長補佐 磯谷博俊

健康こども課 課長 朝比奈礼子 社会教育係長 中村美幸

傍 聴 者 なし

１ 開 会

教 育 長 委員の出席を確認し、開会を宣告。

２ 前回会議録の承認

教 育 長 事前に配付してある前回定例会の会議録について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

教 育 長 前回定例会会議録の承認を宣し、教育長の報告を行う。

３ 教育長の報告

教 育 長 11月に開催及び出席した各種会議等について報告する。
１日・勤続二十年表彰 (勤続二十年者の表彰式)

・課長会議 (総務課からの連絡等)
・森の祭開始宣言式(三島神社) (来賓出席)

５日・学校給食次郎柿贈呈 (遠州中央農協次郎柿部会・小沢会長から贈
呈)

６日・教育長・指導主事訪問 (森中への定期訪問)
７日・次郎柿原木収穫感謝祭 (次郎柿原木広場での感謝祭)

・森町学校給食運営委員会 (今年度運営状況、来年度実施計画)
８日・教育長・指導主事訪問 (森小への定期訪問)
９日・森町PTA地域実践活動交流集会・ (PTA活動情報交換会、島田市認定こども園

森町青少年健全育成推進会議 長・内田育子氏の講演)
11日・教育長・指導主事訪問 (飯田小への定期訪問）
13日・旭が丘中校区一貫研の日 (飯田幼・園田幼保育、旭が丘中授業公開)
14日・教育長・指導主事訪問 (宮園小への定期訪問)
18日・課長会議 (総務課からの連絡等)

・静西市町教育長連絡協議会 (令和７年度人事異動方針、静西教育事務所
(静岡県総合教育センター） 総務課・地域支援課説明)



19日・卒寿記念 杭迫柏樹展 (森町文化協会主催、教育委員会協力による
(京都文化博物館) 鑑賞バスツアー参加)

20日・森中校区一貫研の日 (摩耶保育園保育、森小授業公開)
21日・教育長・指導主事訪問 (森幼への定期訪問)
22日・教育委員会定例会 (11月定例会)
23日・小國神社新嘗祭 (お米収穫・諸産業発展に感謝)

・北海道森町歓迎会(アクティ森) (産業祭参加の北海道の方々を歓迎)
24日・森町産業祭オープニングセレモニー・(もりもり２万人まつり＆農協祭

市町対抗駅伝選手壮行会 市町対抗駅伝出場選手壮行会)
(森町文化会館広場・駐車場)

25日・教育長・指導主事訪問 (飯田幼・園田幼への定期訪問)
・社会教育委員会 (夢づくり大学、教育委員会表彰等)
・北海道森町女性研修参加者来庁 (出発の挨拶)

26日・磐周中学校体育連盟総会 (来賓挨拶)
・森町生徒指導連絡協議会 (冬季休業中の生徒指導等について)

29日・森町交通安全推進会議 (冬の全国交通安全運動について)
30日・第25回静岡県市町対抗駅伝競走大会 (森町チームの応援)

教 育 長 教育長の報告について、質疑を求める。

委 員 全 員 質疑なし承認。

４ 付議する案件
【議 事】

教 育 長 議事について事務局に説明を求める。
議第25号について説明を求める。

社会教育課長 議第25号 令和６年12月補正予算の提出について
歳出について、飯田城の西側に位置する入口の道に、９月末の大雨の影響と見られる落

石があった。この落石については建設課で対応済みであるが、同じ場所の斜面の雑木の根
が剥き出しになっており、倒木の危険があるため今回補正をしたうえで伐採を行う。倒木
の危険がある雑木は２本だが、隣接する宅地に枝が張りだしている雑木１本も一緒に伐採
するため、合計３本の伐採を行う手数料286千円を計上する。
債務負担行為の補正については、令和７年度に支出が予定される契約を令和６年度中に

締結したいため補正をするものである。今回補正する城下地区歴史的資源活用まちづくり
伴走支援委託料の内容については、全国的な課題として所有者の転出や地域住民の高齢化
が進み、空き家が増加する中で、歴史的建造物や歴史的町並みの存続が困難になってい
る。森町も同様であり、社会教育課では歴史的建造物の保存活用に関するアドバイスを頂
くため専門的知識を有する方を探していたところ、一般社団法人創造遺産機構(HERITA)を
紹介していただいた。３名の方が４月に現地調査に来てくださり、その中でまちづくり団
体を設置し、地域住民とともにエリアの将来像を描き、空き家の調査や資金の調達、物件
改修を行い事業者をマッチングするという分散型開発の提案を頂いた。このHERITAの理事
である金野幸雄氏は、丹波篠山のまちづくりを手がけ、その取り組みを評価されて内閣官
房の専門家会議や文化庁の各種委員をして現在も活躍中の方であり、今回提案頂いた歴史
的資源を活用したまちづくりの取り組みを全国各地で進めるお手伝いをしている方であ
る。森町でこの取り組みを進めるべきかどうかについては、６月に町三役を始め、関係職
員を対象とした説明会を開催し、まずは城下地区に絞って進めてみてはどうかという判断
に至った。その後地元の理解を得るために、９月に城下地区で地元説明会を開催した。今
回の補正はこの取り組みを具体的に進めるため、HERITAと伴走支援の業務委託契約をする
ためのものである。昨年の文化講演会で、八女市の北島力さんの話を聞いたという方もい
らっしゃると思うが、その時の話の中で、まちづくり会社を作って古民家を改修し事業者
マッチングを行うという取り組み自体は今回のものと同じであるが、やはり熱い思いを持
って推し進める人が現れないとできないという印象を受けていた。HERITAはこの取り組み
を全国各地で展開するための支援をしている法人であり、またHERITAには文化財建造物修
理技術者が２名、観光まちづくりの専門家が５名在籍しており、国指定重要文化財の保存
と活用を一体的に実施できる国内唯一の法人でもあるため、森町においても課題が多い文



化財的価値の高い建造物の保存活用を安心して任せられるのではないかと考えている。今
回の伴走支援の業務には、城下の藤江勝太郎家の活用プランの作成も含まれている。町が
所有する藤江勝太郎家をこの取り組みの第１号物件として改修と活用を図り、他の物件に
ついても所有者の理解を得ながら次の物件に繋げていきたいと考えている。今年の４月に
「町並みと蔵展」を行い、また夏には「城下森ほたる」を開催するなど地元の機運の高ま
りも感じられているため、今を逃すとまた何も出来ないのかなという思いもあるので、こ
れを機に進めていきたいと考えている。

教 育 長 藤江勝太郎家については当初違う計画があったが、いろいろあり一旦その計画が白紙に
なった。その後、所管が産業課から社会教育課に移り、これからを考えた時にこの業者が
良いのではないかということで話を進めている。藤江勝太郎家に関しては、こういうこと
をしてみたいという声も少し頂いているため、勝太郎家を拠点として、何軒かある歴史的
建造物も活用しながら町並みを再生できるかなと思っている。

教 育 長 以上について質疑を求める。

早 馬 委 員 城下の住民の反応はどうか。

社会教育課長 ９月の説明会時には町内会の主な方が来られて質問もたくさん頂いた。どちらかという
と前向きな質問が多く、否定的には捉えられていないという印象を受けた。地元議員も一
生懸命関わってくださり、もう少し若い年代の方に興味を持っていただきたいというとこ
ろでいろいろ声かけをされているが、どちらかというと諦めに近いような部分もあるとい
うところで、まずは勝太郎家の活用をやってみて、反応を見ながら進めていくのが良いの
かなと考えている。

早 馬 委 員 このような取り組みが起爆剤となり、城下が活気のある場所になれば良いと思う。

社会教育課長 現地調査に来たHERITAの方からは、良いものがたくさん残っているとのことだった。地
元の人はあまり感じないが、外から見るとすごく良いということを伝えながら進めていけ
ればと思う。

教 育 長 金野さんは「森町はビジネスホテルではなく１棟貸しなどの少人数で泊まれる宿泊施設
を増やしていった方がいい。」という考えである。再生した町では、最初は地元の皆さん
が疑心暗鬼であったりしても、誰かが何かをやり出すと興味を持ち始めるとおっしゃって
いた。本町通りからの古い町並みが一番残っているのが城下であるため、城下もそうなれ
ば良い。

宮 崎 委 員 以前にお客さんが見えた時に、森町は空き家が多いためその空き家を利用して１棟貸し
の宿泊施設にしたらどうかという意見を聞いたことがある。空き家には管理人室を設置し
て、利用者に鍵を渡し一泊過ごしてもらう。朝昼は自分達で用意して、夕飯は地元の飲食
店を利用できるようにチケットを渡すというものだった。この土日には「町並みと蔵展」
があったが、天気が悪かったこともあり本当に人通りが少なく、やはり町並みに人を誘い
込むような企画が大切だと思った。また先日、森中学校の３年生が森のまつりを絡めなが
ら森町をアピールするという総合学習の授業に参加して助言をしてきた。私が担当したグ
ループはお菓子を作るとの事だったため「この先も作るの？」と聞いたら「自分達は作れ
ないかもしれないけど、後輩に譲って作ってもらうか、もっと発展させてもらうか考えて
いる。」と言っていた。この生徒達のように伝承していく考え方が育まれていけば、きっ
と森町ももっと活性化していくだろうなと感じた。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。



【報告事項】

教 育 長 続いて報告事項について事務局に説明を求める。
報第31号について説明を求める。

社会教育課 報第31号 第25回静岡県市町対抗駅伝競走大会森町正選手決定について
堀内課長補佐 11月17日(日)に選考会議を行い、強化部の役員の方達に集まっていただき選考を行っ

た。正選手、控え選手とあるが、最終的に本人達には産業祭の壮行会が終了した午後３時
からの最終打合せ会で発表する予定でいる。資料にある１区から12区までが駅伝の選手
で、下段の1500ｍタイムレースは、正選手に選ばれなかった子達の中で各市町２名ないし
３名が出場するものである。また今年は森町へ取材に来てくれることが多く、11月20日
(水)の練習会の時には長時間に渡りテレビの取材をしてもらった。その他にもラジオ放送
で天野監督を小國神社で取材をしてくれたりもした。なお24日(日)の産業祭での壮行会の
前には、小國神社でご祈祷をしていただく予定である。

教 育 長 以上について質疑を求める。

早 馬 委 員 正選手と控え選手の選考方法はどのように行ったのか。

社会教育課 この資料に載っている選手21名を選ぶ選考記録会を２回行い、１ヶ月後にまた２回記録
堀内課長補佐 会を行って正選手、控え選手を決定した。記録会が全部で４回、また選考会議も２回行っ

た。

村 松 委 員 区間ごとの正選手、控え選手が重複していないか。小学生(男子)の控え選手が小学生
(男女不問)の正選手になっているのであれば、小学生(女子)の控え選手が小学生(男女不
問)の控え選手になるのではないか。

社会教育課 正選手は重なってはいけないが、県のルールがあり、小学生女子が３人いる中でこのよ
堀内課長補佐 うな形でしかオーダーできないということになっている。

教 育 長 昨年も入賞できなかったため、今年こそは入賞してほしいと期待している。

委 員 全 員 他に質疑なく承認。

５ 連絡事項

教 育 長 連絡事項について、説明を求める。

庶 務 係 長 ・次回定例会を12月25日（水）13時30分から第２研修室で開催予定。
・磐田袋井との教育委員会懇談会を次回定例会と同日に開催するため出席をお願いす
る。

６ 閉 会

教 育 長 以上で本日の日程を終了し、閉会とする。
14時00分閉会



上記のとおり、会議の顛末を記録し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。

署 名 人 教 育 長

委 員

委 員

委 員

委 員

事 務 局


